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適応ビジネス事例：損害保険ジャパン日本興亜株式会社
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Pictures: Embassy  of Thailand website, etc.

農家の収入
が減少

タイの東北部では、天水農法で稲作を行っており、異常気象で雨季の降水量が少ない干ばつの年は、農家の収穫量と
収入が減少します。
当社グループは、異常気象（気候変動）への適応策として、 稲作農家を対象にした干ばつに伴う収入減少を補償する
天候インデックス保険を2010年から販売を開始しました。

耕運 移植 開花 収穫播種

＜タイ東北部の地図＞ ＜稲作サイクル＞

https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/e/e1/Thailand_Isan.png

出典： 平成28年12月26日 中央環境審議会地球環境部会気候変動影響評価等小委員会（第13回） ヒアリング資料（損害保険ジャパン日本興亜株式会社）

天候インデックス保険の開発・販売の事例（タイ）



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM
気候変動の影響に適応しよう！

個人の取組

36

気候変動への適応策に関する
ウェブサイトや動画のリンクを紹介

クリック!!



３． 環境省における今後の取組について

37



15

気候変動影響評価と適応計画に関する今後の動き気候変動影響評価と適応計画に関する今後の動き
中央環境審議会

気候変動影響評価等小委員会
気候変動の影響への適応計画

平成27年

「気候変動影響評価報告書」
（平成27年3月中央環境審議会）

「政府適応計画」
（平成27年11月27日閣議決定）
・気候変動及びその影響の観測・監視や予測、最新の
科学的知見の把握を行う。
・おおむね５年程度を目途に気候変動の影響の評価を
実施し、必要に応じて本計画の見直しを行う。

平成28年

小委員会の再開（10月～）
（４つの論点について議論）
①継続的な観測・監視、研究調査の推進
及び情報や知見の集積
②定期的な気候変動による影響の評価
③地方公共団体等の支援
④海外における影響評価等の推進

平成29年

「気候変動適応策を推進するための科学的知
見と気候リスク情報に関する取組の方針」

（平成29年3月中間取りまとめ）
（定期的に施策のフォローアップ）

平成30年
平成31年

平成32年頃 第２次気候変動影響評価の実施 （必要に応じて） 政府適応計画の見直し

関係府省庁が連携して、気候変動影響評価や適応の取組を推進
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